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ੜ׆ɾ෱ࢱͷ্޲ΛΊͯ͟͠ ҭࢠ ɾͯڭҭࢧԉͷਪਐ

໰
（
大
森
議
員
）

学
童
保
育
の
報
酬
に
不
用
額
が
あ
る
の
は
何
か
。

౴
（
子
育
支
援
課
長
）

学
童
保
育
に
障
が
い
児
の
受
入
れ
で
補
助
金
が
つ
い

た
が
、
現
人
員
で
十
分
に
対
応
で
き
た
た
め
。

໰
（
市
原
議
員
）

救
命
率
向
上
の
た
め
新
た
な
A
E
D
の
設
置
は
ど
う

周
知
し
て
い
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

町
内
コ
ン
ビ
ニ
４
カ
所
に
新
設
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
る
。

໰
（
福
本
議
員
）

職
員
研
修
の
成
果
と
し
て
資
質
は
向
上
し
た
か
。
ま
た
、

研
修
の
報
告
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

౴
（
総
務
課
長
）

自
治
大
学
、
ア
カ
デ

ミ
ー
、
他
自
治
体
の
研
修

に
参
加
し
、
各
々
報
告
は

あ
る
。
効
果
は
人
事
評
価

に
表
し
、
期
待
ど
お
り
成

果
が
出
て
い
る
。

໰
（
竹
本
議
員
）

支
出
済
額
が
前
年
度

よ
り
５
億
円
増
え
て
い
る

訳
は
。

౴
（
総
務
課
長
）

熊
本
地
震
に
よ
る
災

害
対
策
費
、
国
・
県
の
補

助
金
で
の
普
通
建
築
事
業

の
増
加
に
よ
る
も
の
。

໰
（
竹
本
議
員
）

民
生
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る

が
ど
う
考
え
る
の
か
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
扶

助
費
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
近
年

の
動
向
を
み
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

໰
（
大
森
議
員
）

介
護
給
付
費
の
地
域
支
援
事

業
の
見
込
み
が
下
回
っ
た
要
因
は
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
不
足

が
出
な
い
よ
う
に
予
算
化
し
た
が

見
込
み
が
ず
れ
た
。

໰
（
福
永
議
員
）

教
育
費
は
補
正
や
予
備
費
を

充
用
し
た
の
に
、
不
用
額
が
出
た

の
は
な
ぜ
か
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

十
分
反
省
し
、
次
に
生
か
す
。

໰
（
荒
木
議
員
）

エ
ア
コ
ン
工
事
の
残
が
出
て

る
が
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

初
め
て
で
、
見
積
も
り
が
難

し
か
っ
た
。

そ
の
他
の
質
疑
（
抜
粋
）

⿠ۭ͖Ոɾॅ୐ϦϑΥʔϜิॿۀࣄ�
� ����ສԁ

⿠予๷઀छɾ݁֩ۀࣄ� ����ສԁ

⿠͝ΈྔݮԽରࡦɺ෼ผऩूɾϦαΠ
Ϋϧਪਐۀࣄ� ����ສԁ

⿠ࣇಐख౰څ෇ۀࣄ� �ԯ����ສԁ

⿠ࢠͲ΋ҩྍඅॿ੒ۀࣄ� ����ສԁ

⿠খதֶࢪߍઃ؅ཧۀࣄ�
� �ԯ����ສԁ

೥ྸΛԆ͹ͦ͏߁݈

ॅຽαʔϏεΛ͓もͯな͠ͷ৺で

৽઱なۭؾΛࢠͲもͨͪ΁
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ձ۠ܭ෼ ೖࡀ ग़ࡀ ཌ೥౓΁ͷ
ݯࡒӽ͢΂͖܁

࣮࣭ऩࢧ
ʢࠩҾֹ͖ʣ

લ೥౓
࣮࣭ऩࢧ ୯೥౓ऩࢧ

ݥอ߁ຽ݈ࠃ ��ԯ��9�ສԁ ��ԯ�616ສԁ 0 �6�6ສԁ ˚���0ສԁ 69�6ສԁ

հ ޢ อ ݥ 1�ԯ���6ສԁ 16ԯ6��9ສԁ 0 �89�ສԁ 980�ສԁ ˚�90�ສԁ

ҩྍऀྸߴظޙ 1ԯ8���ສԁ 1ԯ8�0�ສԁ 0 ��ສԁ ��ສԁ ˚�8ສԁ

ެ ڞ Լ ਫ ಓ 11ԯ����ສԁ 10ԯ9���ສԁ ��1�ສԁ ��61ສԁ ��ສԁ ��88ສԁ

ড়Խ૧ࢪઃ੔උ 10��ສԁ 9��ສԁ 0 1�6ສԁ 11�ສԁ ��ສԁ

平成28年度　特別会計決算を認定

平成29年度　一般会計補正予算

それぞれの会計で決算にともなう補正

1893万円を追加
総額 65億8500万円

─ 特別会計等補正予算 ─

ฏ੒��೥౓݄̕ิਖ਼ओཁۀࣄ
̍ɽ�;Ε͍͋ηϯλʔ଱਒਍அۀ຿ҕୗɿ���ສԁ
 ར༻ऀͷ҆શΛ͢ظΔͨΊ଱਒਍அະ࣮ࢪͰ͋Δ;Ε͍͋ηϯλʔͷ଱਒਍அΛ࣮ࢪɻ

̎ɽ�ಓ࿏ิमɾ҆શࢪઃमસ౳ۀࣄɿ���ສԁ
  ಓ࿏؅ཧऀͱͯ͠ಓ࿏Λৗ޷ྑ࣌ͳঢ়ଶʹอͭΑ͏ʹ町಺Ұԁͷಓ࿏΍ަ௨҆શࢪઃͷิमɻ

̏ɽ�௕ऱߓվमۀࣄෛ୲ۚɿ����ສԁ
අͷ���ʣͷෛ୲ۀࣄෛ୲͕ۚ૿Ճͨ͜͠ͱʹ൐͍ɺ町ෛ୲෼ʢۀࣄ࿷վमߓͰ͋ΔۀࣄӦݝ  

ۚ૿ֹɻ

ձɹɹɹܭ ิਖ਼ֹ ૯ɹɹֹ ಺ɹɹɹ༰

ܭಛผձݥอ߁ຽ݈ࠃ �99�ສԁ �6ԯ1���ສԁ ฏ੒�8೥౓ҩྍඅͷֹͷ֬ఆʹ
൐͏ɺަ ෇ۚͷ௥Ճަ෇ɻ

հ ޢ อ ݥ ಛ ผ ձ ܭ �898ສԁ 1�ԯ9�98ສԁ
ฏ੒�8೥౓ͷܾࢉʹ൐͏հڅޢ
෇අ౳ͷਫ਼ٴࢉͼཱۚੵۚجͷ
ิਖ਼ɻ

ܭҩྍಛผձऀྸߴظޙ ˚9�ສԁ 1ԯ91�0ສԁ ฏ੒�8೥౓ͷܾࢉʹ൐͏܁ӽۚɻ

Լ ਫ ಓ 
ࣄ ۀ ձ ܭ

本తऩೖࢿ ���9ສԁ 1�ԯ��1�ສԁ අͷ૿ֹɻۀࣄ௥Ճʹ൐͏ۀࣄ

ग़ࢧ本తࢿ ����ສԁ 1�ԯ16�0ສԁ ՅӬ઒ɾ্ ԭ洲Ԛਫװઢ؅࿏ߋੜ
ɻࣄ޻
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こ
の
陳
情
の
趣
旨
は
、

熊
本
地
震
被
災
者
の
住
宅

と
生な

り
わ
い業
の
再
建
の
一
層
の

充
実
を
進
め
る
た
め
、
国

へ
意
見
書
提
出
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。
委
員
会
の

審
査
で
は
３
０
０
万
円
の

支
援
金
で
は
住
宅
再
建
は

出
来
ず
、
こ
の
陳
情
は
住

宅
再
建
に
関
す
る
も
の
だ

け
だ
が
、
熊
本
地
震
の
被

災
者
に
関
す
る
こ
と
で
あ

り
賛
成
す
べ
き
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
陳
情
の
趣
旨
は
、

国
連
に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日

本
政
府
が
調
印
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

委
員
会
の
審
査
で
は
核

兵
器
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

活
動
を
禁
止
し
、
開
発
や

生
産
、
実
験
な
ど
全
て
の

も
の
を
許
さ
な
い
と
言
っ

て
お
り
、
日
本
の
調
印
に

よ
り
核
保
有
国
に
そ
れ
を

認
め
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が

り
賛
成
で
あ
る
意
見
や
、

趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、

核
兵
器
保
有
国
と
非
核
兵

器
国
が
と
も
に
参
加
す
る

枠
組
み
の
な
か
で
、
辛
抱

強
く
努
力
す
る
こ
と
こ
そ

現
実
的
と
す
る
政
府
見
解

を
尊
重
す
る
う
え
か
ら
反

対
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
趣
旨
】

　

法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
条
例
改
正
が
必
要
な
た

め【
質
疑
】

໰
（
大
森
議
員
）

条
例
で
３
年
間
、
固

定
資
産
税
の
減
額
等
の
措

置
が
と
れ
る
が
、
後
で
ど

れ
く
ら
い
返
っ
て
く
る
か

法
の
規
定
は
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

減
収
補
填
で
減
免
し

た
額
の
��
％
を
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

【
趣
旨
】

　

公
の
施
設
の
設
置
、
管

理
に
は
条
例
制
定
が
必
要

な
た
め

【
質
疑
】

໰
（
大
森
議
員
）

家
賃
を
規
則
で
定
め

る
と
あ
る
が
、
条
例
本
文

で
規
定
す
べ
き
だ
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

毎
年
度
の
予
算
の
歳

入
分
で
審
議
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

໰
（
磯
野
議
員
）

平
成
��
年
に
民
法
が

改
正
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

そ
こ
も
含
め
て
の
規
則
、

要
綱
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

そ
こ
も
考
え
細
か
く

規
定
し
て
い
る
。

条
例
の
制
定

陳
　
情

長
洲
町
地
域
優
良
賃

貸
住
宅
条
例
の
制
定

長
洲
町
企
業
立
地
促

進
条
例
の
一
部
改
正

熊
本
地
震
被
害
者
の

住
宅
再
建
に
関
す
る

陳
情

日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
調
印
を

求
め
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情

条
例
の

一
部
改
正

໰
（
磯
野
議
員
）

敷
金
２
カ
月
分
と
あ

る
が
、
敷
金
で
は
自
然
損

耗
は
精
算
で
き
ず
、
敷
金

は
何
も
な
け
れ
ば
返
還
と

い
う
ふ
う
に
考
え
が
変
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
で
対
応

で
き
る
の
か
、
規
則
で
礼

金
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

礼
金
等
に
つ
い
て
は

規
則
で
定
め
る
予
定
は
な

い
。

໰
（
福
永
議
員
）

２
２
０
戸
は
入
居
者

と
町
が
契
約
す
る
の
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

入
居
の
確
保
は
企
業

に
な
る
が
、
入
居
許
可
は

そ
れ
ぞ
れ
に
行
っ
て
い
く
。

໰
（
濱
﨑
議
員
）

入
居
者
の
不
正
行
為

の
確
認
と
処
分
、
過
料
の

対
象
と
時
期
は
い
つ
に
な

る
か
。

౴
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
が

考
え
ら
れ
る
が
、
情
報
に

よ
り
調
査
し
不
正
行
為
の

わ
か
っ
た
時
点
で
対
応
す

る
。

国
へ
意
見
書
を
提
出

全
員
賛
成

『
採
択
』

総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
で

賛
成
少
数

『
不
採
択
』

ॻఏग़ݟ΁ҙࠃ
─ 熊本地震被害者の住宅再建に関する意見書 ─
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৹�ٞ�݁�Ռ　⿥શ議ҊՄܾ⿦

議Ҋ൪߸ ݅　　໊
福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

樋
口
エ
ミ
子

宮
本
哲
太
郎

市
原　

一
広

濱
村　

芳
光

徳
永　

範
昭

福
永　

栄
助

濱
﨑　
　

久

松
井　

一
也

௠৘ୈ1߸ 熊本஍਒ඃऀ֐ͷॅ୐ݐ࠶ʹؔ͢Δ௠৘ॻ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

௠৘ୈ�߸ ೔本੓෎ʹ֩ฌࢭېث৚໿ͷௐҹΛٻΊ
Δҙݟॻఏग़ʹ͍ͭͯͷ௠৘ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ܽ ˓ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ʕ

ٞҊୈ�1߸ 熊本県ࢢ町ଜ૯߹ࣄ຿૊߹ͷڞಉॲཧ͢
Δࣄ຿ͷมٴߋͼن໿ͷҰ෦มߋʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ��߸ 長洲町஍Ҭ༏ྑ௞ିॅ୐৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ��߸ 長洲町஍Ҭ༏ྑ௞ିॅ୐ͷࢦఆ؅ཧऀͷ
͍ͯͭʹఆࢦ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ��߸ 長洲町ཱۀا஍ଅਐ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹͭ
͍ͯ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�6߸

࢈஍ͷଅਐ౳ʹΑΔ஍Ҭʹ͓͚Δཱۀا
Խʹؔ͢Δ๏཯ୈੑ׆ͼٴ੒ܗͷੵूۀ
10৚ୈ1߲ͷنఆʹͮ͘ج४ଇΛఆΊΔ
৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ��߸ 長洲町ݸਓ৘ใอޢ৚ྫͷҰ෦վਖ਼ʹͭ
͍ͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆ1߸ ฏ੒�8೥౓長洲町Ұൠձࢉܾܭೝఆʹͭ
͍ͯ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆ�߸ ฏ੒�8೥౓長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձܭ
͍ͯͭʹೝఆࢉܾ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆ�߸ ฏ੒�8೥౓長洲町հޢอݥಛผձࢉܾܭ
ೝఆʹ͍ͭͯ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆ�߸ ฏ੒�8೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผձ
͍ͯͭʹೝఆࢉܾܭ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆ�߸ ฏ੒�8೥౓長洲町ެڞԼਫಓಛผձܾܭ
͍ͯͭʹೝఆࢉ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆ6߸ ฏ੒�8೥౓長洲町ড়Խ૧ࢪઃ੔උۀࣄಛ
ผձࢉܾܭೝఆʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ೝఆ�߸ ฏ੒�8೥౓長洲町ਫಓۀࣄձࢉܾܭೝఆ
ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�8߸ ฏ੒�9೥౓長洲町Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉʢୈ�
߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ʷ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�9߸ ฏ੒�9೥౓長洲町ࠃຽ݈߁อݥಛผձܭ
ิਖ਼༧ࢉʢୈ1߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�0߸ ฏ੒�9೥౓長洲町հޢอݥಛผձิܭਖ਼
༧ࢉʢୈ1߸ʣʹ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ�1߸ ฏ੒�9೥౓長洲町ऀྸߴظޙҩྍಛผձ
ʹʢୈ1߸ʣࢉਖ਼༧ิܭ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞҊୈ��߸ ฏ੒�9೥౓長洲町Լਫಓۀࣄձิܭਖ਼༧
ʹʢୈ�߸ʣࢉ ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ಉҙୈ1߸
長洲町೶ۀҕһձͷҕһͷ೚໋ʹ൐͍ೝ
ఆ೶ऀۀ౳͕ҕһͷա൒਺Λ઎ΊΔ͜ͱ
Λཁ͠ͳ͍৔߹ʹ͍ͭͯ

˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ಉҙୈ�߸ʙ
ಉҙୈ11߸ 長洲町೶ۀҕһձҕһͷ೚໋ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞఏୈ1߸ 長洲町ٞձձٞنଇͷҰ෦վਖ਼ʹ͍ͭͯ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

ٞఏୈ�߸ 熊本஍਒ඃऀ֐ͷॅ୐ݐ࠶ʹؔ͢Δҙݟॻ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ܽ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʕ

੒ʜʓɹɹ൓ରʜʷɹɹࢍ ʢܽୀʣ੮ʜܽ
ˎٞ長͸දܾʹՃΘΓ·ͤΜɻ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

人
口
減
少
に
よ
る
将
来
見
通
し
や
対
応
を
ど
う
す
る
か

౴
将
来
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い

ະདྷΛݟਾ͑ 「ͨまͪͮ͘り」Λ

੺ ɾా্ ԭऱઢಓ࿏੔උͷՃ଎Λ

໰
自
然
動
態
（
出
生
と

死
亡
）、
社
会
動
態

（
転
入
と
転
出
）
に
よ
る

人
口
減
少
の
状
況
は
。

౴
（
町
長
）

平
成
��
年
度
は
、
出

生
が
１
２
３
人
、
死
亡
が

໰
腹
赤
・
六
栄
小
校
区

の
人
口
・
世
帯
数

は
、
町
全
体
の
約
６
割
近

く
で
、
宮
野
地
区
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
が
、
整
備
さ

れ
れ
ば
、
さ
ら
に
人
口
増

が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
中

心
部
に
人
が
暮
ら
し
て
働

き
、
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の

あ
る
ま
ち
を
創
造
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
新
構
想
」

を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

౴
（
町
長
）

多
く
の
人
が
、
医
療

施
設
や
商
業
施
設
等
を
備

え
た
、
に
ぎ
わ
い
と
憩
い

の
あ
る
ま
ち
を
求
め
て
い

る
こ
と
等
、
様
々
な
意
見

を
聞
い
て
、
人
口
増
が
見

込
ま
れ
る
地
域
の
特
色
を

活
か
し
、
に
ぎ
わ
い
と
活

力
の
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
い
。

໰
月
華
苑
前
の
道
路
と

向
野
・
平
原
線
の
変

則
交
差
点
で
は
事
故
が
多

く
危
険
な
道
路
で
あ
る
。

ま
た
、
平
原
の
厳
島
神
社

横
を
走
る
道
路
は
、
見
通

し
の
悪
い
カ
ー
ブ
が
あ
り

危
険
な
道
路
で
あ
る
。
宮

野
地
区
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
の
整
備
で
、
さ
ら
に
危

険
度
が
増
す
と
考
え
る
。

赤
田
・
上
沖
洲
線
未
整
備

の
平
原
か
ら
向
野
・
平
原

線
ま
で
の
都
市
計
画
道
路

整
備
が
早
急
に
必
要
で
は

な
い
か
。

౴
（
町
長
）

赤
田
・
上
沖
洲
線
の

都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
、

地
域
の
活
性
化
を
促
進
す

る
重
点
的
な
整
備
個
所
で

あ
る
。
宮
野
地
区
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
か
ら
工
業
団

地
に
通
じ
る
道
路
で
も
あ

り
、
早
期
着
工
に
向
け
て

優
先
的
に
整
備
し
た
い
。

１
９
６
人
で
、
自
然
減
が

��
人
。
転
入
が
５
５
１
人
、

転
出
が
６
７
５
人
で
、
社

会
減
が
１
２
４
人
と
な
っ

て
い
て
、
年
間
１
９
７
人

の
人
口
減
と
、
な
っ
て
い

る
。

໰
高
齢
者
の
安
心
確
保

の
あ
り
方
と
か
進
め

方
は
、
周
辺
市
町
と
の
満

足
度
の
比
較
対
象
と
な
り
、

そ
れ
が
住
み
続
け
た
い
ま

ち
、
選
ば
れ
る
ま
ち
の
選

択
肢
に
な
る
。
老
後
の
安

心
確
保
と
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
進
め
る
か
。

౴
（
町
長
）

団
塊
の
世
代
が
��
歳

以
上
と
な
る
平
成
��
年
を

目
途
に
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み

で
あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し

た
い
。

஛ຊ৴࣍議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

有
料
広
告
を
募
り
、財
源
確
保
を

౴
財
政
上
必
要
と
あ
れ
ば
、
検
討
す
る

໰
封
筒
へ
の
広
告
記
載

に
つ
い
て
は
、
他
県

や
近
隣
市
町
で
も
手
が
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

自
治
体
が
自
分
た
ち
で
、

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
は
、
コ

ス
ト
意
識
に
も
つ
な
が
る
、

封
筒
も
い
い
が
、
ご
み
袋

や
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
す
る
方
法
は
ど
う
か
。

໰
他
県
で
は
、
公
用
車

の
ボ
デ
ィ
ー
に
広
告

媒
体
と
し
て
い
る
が
、
そ

う
い
う
ボ
デ
ィ
ー
広
告
の

考
え
は
ど
う
か
。

໰
有
料
広
告
の
活
用
と

し
て
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
広
告
媒
体

と
し
て
民
間
広
告
を
募
り
、

財
源
確
保
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

౴
（
町
長
）

長
洲
町
有
料
広
告
掲

載
に
関
す
る
基
本
要
綱
に

基
づ
き
、
広
報
な
が
す
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ

ナ
ー
広
告
掲
載
を
行
っ
て

い
る
。
広
報
な
が
す
へ
の

広
告
が
、
３
事
業
者
��
万

円
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
５
事

業
者
��
万
４
千
円
、
合
計

で
��
万
４
千
円
の
歳
入
と

な
っ
て
い
る
。

౴
（
住
民
環
境
課
長
）

ご
み
袋
に
つ
い
て

は
、
長
洲
・
南
関
・
和
水

と
共
同
で
統
一
し
た
ご
み

袋
を
作
成
し
て
い
る
。
３

町
で
広
告
が
載
せ
ら
れ
れ

ば
、
経
費
の
削
減
が
で
き

る
と
思
う
。

౴
（
総
務
課
長
）

車
に
直
接
塗
料
を
す

る
の
は
費
用
的
に
も
非
常

に
難
し
い
と
思
う
。
貼
り

つ
け
る
方
法
も
あ
る
。
他

市
町
の
状
況
も
調
べ
て
い

く
。

議һࢠ໦ກߥ

ࠂ޿ ࠂ޿

ࠂɹ޿

ࠂ޿
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
人
数
確
保
は
で
き
て
い
る
か

౴
現
在
１
名
不
足
し
て
お
り
、
任
用
す
る
予
定

໰
特
別
支
援
教
育
支
援

員
に
つ
い
て
、
人
数

の
確
保
は
で
き
て
い
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

現
在
１
名
不
足
し
て

い
る
が
、
９
月
��
日
よ
り

１
名
任
用
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

໰
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で

の
募
集
で
、
人
員
確

保
に
努
力
を
し
た
と
思
う

が
、
そ
れ
も
限
界
が
あ
る
。

な
ぜ
採
用
で
き
な
い
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

待
遇
面
で
来
年
度
は

考
え
な
い
と
、
ま
た
、
一

年
中
、
お
な
じ
く
人
員
確

保
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

໰
各
校
に
人
数
の
不
足

は
な
い
か
。
現
状
は
。

౴
（
教
育
長
）

特
別
な
支
援
が
必
要

な
子
は
大
変
に
多
く
な
っ

て
い
る
状
況
だ
。
各
校
か

ら
支
援
員
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
は
出
て

い
る
。

໰
保
護
者
か
ら
の
声
は

届
い
て
い
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

保
護
者
か
ら
直
接
と

い
う
事
は
あ
ま
り
な
い
。

໰
支
援
員
が
不
足
し
て

い
る
学
校
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
今
年
度
に

人
数
を
増
や
す
考
え
は
。

౴
（
教
育
長
）

各
校
か
ら
要
求
が
出

て
く
れ
ば
、
予
算
内
で
途

中
か
ら
で
も
雇
う
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
と
思
う
。

໰
来
年
度
も
同
じ
定
数

か
。

౴
（
教
育
長
）

特
別
支
援
学
級
の
在

籍
状
況
及
び
通
常
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
特
別
に
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
の
状
況
を
勘
案
し
て
、

適
正
な
定
数
の
確
保
を
し

て
い
き
た
い
。

໰
予
算
拡
大
の
要
求
の

考
え
は
。

౴
（
教
育
長
）

次
年
度
の
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
適
正
な
人

数
分
の
予
算
を
要
求
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

໰
現
場
は
改
善
に
向
か

っ
て
い
る
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

す
べ
て
の
教
員
が
特

別
支
援
教
育
の
研
修
を
受

け
、
理
解
を
深
め
、
教
材

や
設
備
面
に
お
い
て
も
整

備
を
す
す
め
て
い
る
。
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
る
よ
う
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

໰
根
本
的
に
解
決
す
べ

く
チ
カ
ラ
を
注
ぐ
べ

き
だ
。

౴
（
教
育
長
）

保
健
室
登
校
、
不
登

校
、
な
か
な
か
解
消
し
な

い
。
い
ろ
い
ろ
と
対
応
し

て
い
る
が
、
即
効
性
の
あ

る
方
法
が
見
つ
か
ら
な
い

の
が
現
状
だ
。

໰
い
ろ
い
ろ
な
い
い
取

り
組
み
を
し
て
い
る

と
思
う
が
、
光
の
当
た
ら

な
い
と
こ
ろ
に
も
、
十
分

な
予
算
を
つ
け
て
苦
し
む

保
護
者
が
出
な
い
よ
う
に

す
る
の
も
町
の
責
務
で
は

な
い
か
。

౴
（
教
育
長
）

一
人
ひ
と
り
を
大
事

に
し
、
光
を
当
て
、
特
性

に
合
っ
た
教
育
が
出
来
る

よ
う
今
後
も
頑
張
っ
て
い

く
。

ү໺　ത議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

子
ど
も
た
ち
の
学
校
給
食
町
内
で
い
つ
で
き
る

౴
荒
尾
市
の
建
て
替
え
時
期
に
考
え
る

௕ऱͷࢠͲもͷֶڅߍ৯ɺૣ ΊͷܭըΛ

腹
赤
小
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ

男
女
兼
用
い
か
が
な
も
の
か

౴

早
い
時
期
に
改
修
の
方
向
へ
考
え
る

໰
平
成
��
年
度
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
学
校
給

食
を
荒
尾
市
に
委
託
し
、平

成
��
年
度
か
ら
は
調
理
も

民
間
に
業
務
委
託
し
て
い

る
。
町
で
つ
く
る
給
食
の

໰
腹
赤
小
学
校
プ
ー
ル

前
の
屋
外
ト
イ
レ
が

と
て
も
古
く
男
女
兼
用
と

な
っ
て
い
る
。
教
育
施
設

と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
。

町
は
気
づ
い
て
い
る
の
か
。

改
修
が
必
要
で
あ
る
。

౴
（
教
育
長
）

昭
和
��
年
に
プ
ー
ル

更
衣
室
の
新
設
と
併
せ
て

設
置
し
て
い
る
。
現
在
で

は
社
会
情
勢
や
価
値
観
の

違
い
な
ど
も
あ
り
学
校
施

設
の
ト
イ
レ
も
保
護
者
や

地
域
住
民
が
利
用
し
や
す

い
ト
イ
レ
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
改
修
時
期
を
検

討
し
て
い
く
。

໰
町
は
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
順

次
進
め
る
計
画
が
あ
る
が

現
在
の
状
況
は
。

౴
（
学
校
教
育
課
長
）

長
洲
小
は
建
設
が
新

し
い
の
で
全
て
洋
式
化
は

で
き
て
い
る
。
平
成
��
年

を
目
標
に
町
内
の
洋
式
化

率
を
��
％
以
上
を
目
標
に

し
て
い
る
。

計
画
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

学
校
給
食
は
児
童
生

徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達

に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
食
に
関
す
る
正
し
い

理
解
と
適
切
な
判
断
力
を

養
う
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
今
後
運

営
上
の
課
題
と
し
て
は
荒

尾
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り

建
て
替
え
時
期
に
合
わ
せ

て
本
町
の
学
校
給
食
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

໰
給
食
調
理
室
は
、
一

カ
所
で
最
大
２
千
食

以
内
が
理
想
と
さ
れ
て
い

る
。
現
在
荒
尾
市
で
の
調

理
数
は
、
そ
の
中
で
長
洲

町
の
委
託
分
は
ど
れ
だ
け

か
。౴

（
学
校
教
育
課
長
）

給
食
数
は
荒
尾
・
長

洲
合
わ
せ
て
��
校
分
で
一

日
当
た
り
５
８
３
８
食
、

長
洲
分
は
６
校
分
１
２
６

０
食
で
あ
る
。

໰
一
度
に
６
千
食
近
く

大
量
に
作
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
全
国
的
に
も
見

ら
れ
な
い
。
早
く
計
画
を

作
る
べ
き
だ
。

౴
（
町
長
）

今
、
長
洲
町
は
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
と
い

う
の
も
考
慮
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

໰
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
財
政
難
、
こ
う
い

っ
た
こ
と
は
通
用
し
な
い
。

か
つ
て
長
洲
の
給
食
は
県

下
で
も
と
て
も
お
い
し
い

と
評
判
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
地
元
の
栄
養
士
さ
ん
が

愛
情
い
っ
ぱ
い
に
作
っ
て

く
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
そ

の
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
る

給
食
を
町
で
再
開
で
き
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

ඉޱΤϛࢠ議һ

உঁ݉༻ͷτΠϨ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

中
学
生
の
声（
意
見
・
要
望
）の
実
現
を
！

౴
思
い
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
き
た
い

໰
７
月
に
実
施
さ
れ
た
、

腹
栄
中
で
の
夢
づ
く

り
ト
ー
ク
、
議
会
議
場
で

の
長
洲
中
学
校
夢
づ
く
り

ト
ー
ク
に
お
い
て
、
両
中

生
徒
か
ら
教
育
環
境
の
整

備
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

し
て
、
次
の
よ
う
な
声

（
意
見
・
要
望
）
が
出
さ

れ
た
。
運
動
場
へ
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ン
ク
の

設
置
・
冷
水
器
の
増
設
・

学
校
内
へ
の
公
衆
電
話
の

必
要
性
・
特
別
教
室
（
音

楽
教
室
な
ど
）
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
・
防
犯
灯
の

設
置
・
若
者
を
引
き
つ
け

る
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
・
学
校
施
設
の

補
修
へ
の
対
応
・
若
い
世

代
か
ら
高
齢
者
ま
で
利
用

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

充
実
・
駅
周
辺
の
環
境
美

化
へ
の
対
応
と
特
産
品
販

売
所
な
ど
で
あ
る
。
両
中

学
校
の
三
年
生
が
個
人
で

で
も
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
で

で
も
真
剣
に
、
彼
ら
若
者

の
視
点
で
、
ま
た
純
粋
な

心
で
考
え
た
思
い
の
こ
も

っ
た
声
だ
っ
た
と
思
う
。

何
と
か
在
学
中
に
実
現
し

て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
な

い
の
か
。
ま
た
計
画
的
に

実
現
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
伺
う
。

౴
（
町
長
）

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら

町
に
対
す
る
熱
い
思
い
や

き
る
こ
と

は
実
行
し

た
い
と
思

う
。
ま
た
、

す
ぐ
に
実

行
で
き
な

い
も
の
は

計
画
を
立

て
、
優
先

度
を
考
慮

し
な
が
ら

検
討
し
て

い
き
た
い
。

໰
音
楽

室
や

理
科
室
に

も
エ
ア
コ

ン
を
設
置

で
き
な
い

か
。౴

（
町
長
）

生
徒
た
ち
の
要
望
に

は
応
え
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
ま
ず
今
、
環
境
省

に
対
し
特
別
支
援
教
室
や

将
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
、

多
く
の
意
見
・
要
望
が
出

さ
れ
た
。
こ
の
夢
づ
く
り

ト
ー
ク
は
、
将
来
を
担
う

生
徒
た
ち
と
交
流
を
図
り
、

自
由
な
発
想
に
よ
る
意
見

や
新
鮮
な
感
覚
を
生
か
し

た
提
案
を
町
政
に
反
映
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の

こ
と
や
長
洲
町
の
こ
と
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
こ

と
に
よ
り
、
郷
土
愛
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
。
今
回
い
た
だ
い
た
意

見
や
要
望
に
つ
い
て
も
、

生
徒
の
皆
さ
ん
の
思
い
を

真
摯
に
受
け
と
め
、
可
能

な
限
り
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。

౴
（
教
育
長
）

生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
、
た
く
さ
ん
の
意
見
、

要
望
を
い
た
だ
い
た
。
３

年
生
が
在
学
中
に
実
行
で

保
健
室
の
地
中
熱
換
気
シ

ス
テ
ム
の
申
請
を
行
っ
て

い
る
。
エ
ア
コ
ン
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

れͨເ͔ͮͯͤͮ͘ؾΛࣄない͔ͮؾ り͘τʔΫʢෲӫதʣ

ಊʑͱҙݟΛड़΂Δ࢟にײಈʢ௕ऱதɾ議৔ʣ
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町
政
を
問
う

住
民
の
福
祉
増
進
と
い
う
自
治
体
の
本
来
の
役
割
が
果
た
せ
な
い
の
で
は
な
い
か

౴
健
全
な
財
政
運
営
を
見
据
え
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
住
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
く

ॅຽ෱ࢱͷ૿ਐΛ

経
常
的
経
費
比
率
の
％
が
高
す
ぎ
る

౴

今
後
の
大
き
な
課
題
と
思
っ
て
い
る

໰
地
方
公
共
団
体
は
、

そ
の
事
務
を
処
理
す

る
に
当
た
っ
て
は
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
努
め
る
こ

と
と
あ
る
。
そ
の
財
源
と

し
て
普
通
建
設
充
当
可
能

一
般
財
源
等
を
よ
り
多
く

ら
な
い
。
以
前
か
ら
指
摘

が
あ
る
が
、
今
後
、
ど
の

様
な
行
財
政
改
革
を
進
め

て
い
く
か
、
こ
れ
が
私
の

大
き
な
課
題
と
思
っ
て
い

る
。

໰
経
常
的
経
費
の
中
で

公
債
費
以
外
の
人
件

費
、
物
件
費
等
々
を
い
か

に
し
ぼ
る
か
、
経
常
一
般

財
源
が
増
え
な
い
現
状
で

は
、
こ
の
方
法
し
か
、
普

通
建
設
充
当
一
般
財
源
は

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
。
歳
入
一
般

財
源
に
対
す
る
単
独
事
業

費
充
当
一
般
財
源
比
率
を

見
る
と
、
平
成
��
年
度
歳

入
一
般
財
源
総
額
��
億
６

４
０
０
万
円
に
対
し
１
億

出
て
こ
な
い
、
わ
ず
か
な

額
で
は
住
民
の
福
祉
の
増

進
、
様
々
な
住
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
な
い
っ
て
い

う
こ
と
だ
。

౴
（
町
長
）

毎
回
毎
回
、
財
政
に

対
す
る
叱
咤
を
言
わ
れ
て

い
る
。
本
当
に
こ
う
い
っ

た
構
造
改
革
も
視
野
に
入

れ
て
、
今
後
は
対
応
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

３
０
０
万
円
で
２
・
��
％
、

��
年
度
��
億
４
０
０
０
万

円
に
対
し
、
１
億
３
４
７

７
万
円
で
２
・
��
％
、
こ

の
現
状
を
打
開
し
な
い
と
、

住
民
福
祉
の
増
進
と
い
う

本
来
の
役
割
が
果
た
せ
な

い
の
で
は
と
思
う
が
。

౴
（
町
長
）

こ
の
要
因
は
、
法
人

町
民
税
の
毎
年
度
の
浮
き

໰
歳
出
合
計
が
��
年
度

��
億
４
４
５
１
万
円

で
、
経
常
的
経
費
が
��
億

５
２
３
２
万
円
で
、
そ
の

経
常
的
経
費
比
率
が
��
・

３
％
、
��
年
度
は
こ
の
比

率
が
��
・
１
％
で
ず
っ
と

��
％
を
超
え
て
い
る
。
要

す
る
に
、
歳
出
の
中
で
経

沈
み
に
よ
る
影
響
を
受
け

や
す
い
財
政
構
造
で
あ
る

こ
と
、
社
会
保
障
関
連
経

費
の
増
加
に
よ
り
、
扶
助

費
等
に
充
当
す
る
経
常
一

般
財
源
が
年
々
増
加
し
て

い
る
こ
と
な
ど
様
々
で
あ

る
が
、
中
長
期
に
わ
た
り

健
全
な
財
政
運
営
に
取
り

組
む
上
で
も
無
視
で
き
な

い
課
題
で
あ
る
。

常
的
経
費
の
比
率
が
高
い

と
い
う
訳
で
す
。
ど
の
様

に
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

౴
（
町
長
）

上
が
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
を

い
か
に
下
げ
る
か
、
や
は

り
経
常
的
経
費
に
メ
ス
を

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

෱Ӭӫॿ議һ

Λݮ࡟අͷܦৗతܦ



13 潮さい（H29.11.15 No.131）

Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

前
議
会
で
不
明
と
し
た
町
財
産
の
無
断
使
用
を
明
白
に

౴
ご
指
摘
の
通
り
、
受
付
番
号
は
６
月
に
入
力
を
行
っ
た

上
沖
洲
道
路
陥
没
事
故
に
つ
い
て

౴

管
路
更
生
工
事
で
対
応
す
る

໰
前
議
会
で
不
明
と
し

た
町
財
産
の
無
断
使

用
に
よ
る
電
子
デ
ー
タ
ー

の
公
表
を
願
う
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

今
回
、
口
答
で
許
可

し
て
い
る
。
今
後
は
そ
う

い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
る
。

໰
法
人
格
が
違
う
し
、

申
請
者
が
変
わ
っ
て

い
る
の
に
、
使
用
延
長
許

可
に
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

い
ろ
ん
な
部
分
で
ミ

ス
が
あ
っ
た
。
本
当
に
申

し
訳
な
い
。

໰
４
月
初
旬
頃
か
ら
、

６
月
ま
で
無
断
使
用

が
あ
る
こ
と
を
町
と
共
有

し
て
い
た
も
の
を
、
６
月

９
日
議
会
質
問
を
通
告
し

た
途
端
に
、
机
の
中
か
ら

３
月
��
日
付
の
申
請
書
が

出
て
き
た
と
答
弁
さ
れ
た
。

財
務
規
則
に
反
し
て
延
長

申
請
し
た
り
、
受
け
た
者

が
不
明
で
決
裁
も
な
い
な

ど
不
可
解
に
思
う
。
と
こ

ろ
が
電
子
デ
ー
タ
ー
に
は

໰
平
成
��
年
７
月
２
日

上
沖
洲
地
内
に
お
い

て
下
水
道
管
の
腐
食
に
よ

る
、
道
路
陥
没
事
故
が
発

生
し
た
。
こ
れ
は
ヒ
ュ
ー

ム
管
の
耐
用
年
数
��
年
以

内
に
起
き
た
事
故
で
あ
り
、

重
要
な
こ
と
と
し
て
捉
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ

っ
た
の
か
、
専
門
的
な
知

見
に
よ
る
原
因
の
公
表
と
、

今
後
、
全
町
内
に
お
け
る

対
策
を
伺
う
。

౴
（
町
長
）

施
工
後
��
年
で
ヒ
ュ

ー
ム
管
が
硫
化
水
素
で
破

損
し
、
道
路
が
陥
没
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

耐
用
年
数
��
年
以
内
で

の
破
損
で
あ
り
、
硫
化
水

残
っ
て
い
る
。
本
当
に
受

付
第
一
二
六
八
号
は
、
電

子
デ
ー
タ
ー
と
符
合
す
る

か
ど
う
か
、
自
信
を
持
っ

て
、
責
任
を
持
っ
て
答
弁

す
る
べ
き
だ
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

ご
指
摘
の
通
り
、
受

付
番
号
は
、
６
月
に
机
の

中
か
ら
出
て
き
て
か
ら
入

力
し
た
。

໰
住
民
の
申
請
が
一
字

違
っ
て
も
修
正
さ
せ

る
の
に
、
そ
れ
が
役
所
と

し
て
正
し
い
仕
事
の
仕
方

か
。

　

４
月
の
許
可
を
６
月
に

し
た
り
、
役
所
の
許
可
が

口
答
で
出
来
る
の
か
。

౴
（
農
林
水
産
課
長
）

重
ね
重
ね
大
変
申
し

訳
な
い
。

素
が
発
生
し
や
す
い
環
境

で
あ
っ
た
こ
と
が
主
な
原

因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
更
生
工
事
を
行
い
、

平
成
��
年
度
か
ら
、
ス
ト

ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

を
活
用
し
、
こ
の
よ
う
な

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

໰
時
間
が
な
い
の
で
カ

ッ
ト
す
る
が
、
専
門

的
な
知
見
に
よ
る
、
原
因

の
調
査
を
徹
底
的
に
や
る

べ
き
だ
。

※
他
に
選
挙
管
理
委
員
の

こ
と
で
も
質
問
を
し
た
。

ແஅ࢖༻ͱྀࢥされΔۚڕଜ

ᖛ⃻　ٱ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

慰
霊
の
想
い
を
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
ぐ
に
は

౴
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
加
を
前
向
き
に
実
現
し
た
い

໰
戦
後
��
年
が
経
過
し

日
本
の
繁
栄
と
平
和

は
先
の
大
戦
で
の
尊
い
犠

牲
の
上
に
あ
る
。

　

本
町
で
も
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
戦
没
者
追
悼
式
典

の
現
状
は
ど
う
か
。

౴
（
町
長
）

長
洲
町
遺
族
連
合
会

の
協
力
を
得
て
、
毎
年
４

月
３
日
未
来
館
で
開
催
し

て
い
る
。

　

１
８
０
名
程
度
の
参
加

で
あ
る
。
遺
族
へ
の
通
知

文
や
広
報
誌
へ
記
載
し
開

催
を
通
知
し
て
い
る
が
、

遺
族
も
高
齢
化
し
参
加
者

も
年
々
減
少
し
て
い
る
。

໰
式
典
で
追
悼
の
祈
り

を
捧
げ
る
と
共
に
後

世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
大

事
だ
。
小
中
学
生
は
修
学

旅
行
で
戦
災
地
を
訪
れ
惨

状
と
恐
怖
の
資
料
を
目
に

し
、
平
和
へ
の
祈
り
を
体

験
し
て
い
る
。
そ
の
想
い

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
長

洲
で
も
追
悼
が
あ
り
、
慰

霊
の
祈
り
が
あ
る
の
を
知

り
、
式
典
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

౴
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

遺
族
会
も
ひ
孫
さ
ん

の
選
出
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
聴
い
て
い
る
。
来
年

度
か
ら
小
中
学
生
の
代
表

の
参
加
が
得
ら
れ
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

໰
ひ
孫
さ
ん
に
限
定
せ

ず
、
修
学
旅
行
の
感

想
文
を
発
表
し
た
り
、
祈

り
の
歌
の
合
唱
な
ど
も
式

典
に
沿
う
の
で
は
な
い
か
。

多
く
の
子
ど
も
の
参
加
を

促
す
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

ほ
し
い
。
担
当
課
も
協
力

的
な
考
え
が
あ
る
の
で
関

係
機
関
と
の
議
論
を
す
す

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
式
典
に
参
加
す

る
高
齢
者
の
未
来
館
ま
で

の
交
通
手
段
の
問
題
、
町

内
墓
地
で
の
盆
供
養
の
継

続
の
問
題
な
ど
の
課
題
に

も
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

౴
（
教
育
長
）

小
中
学
生
が
追
悼
式

典
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
学
校
に
説
明
し
、

参
加
を
呼
び
掛
け
前
向
き

に
実
現
し
て
い
き
た
い
。

に௟ࠢ΁ͷ௥ౣࣜయ͔ݫ

ౡฏ࿨ࣜయで「ฏ࿨ͷ੤い」޿
ʢग़యɿ熊本೔೔৽ฉɹฏ੒�9೥݄̔̓೔ேץʣ

はฏ࿨ͷγϯϘϧだإͲもͨͪͷসࢠ

෱ຊΈ΍ࢠ議һ
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Ұ ൠ ࣭ ໰

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

道
徳
が
教
科
に
な
る
が
、評
価
の
客
観
的
な
基
準
を

౴
学
習
状
況
を
把
握
し
、
数
値
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な
い

俳
句
を
ツ
ー
ル
に
長
洲
の
ま
ち
お
こ
し
を

౴
い
い
ア
イ
デ
ア
な
の
で
計
画
し
て
い
く

໰
道
徳
が
教
科
化
さ
れ

る
が
、
教
師
は
評
価

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

評
価
の
客
観
的
な
基
準
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

学
習
指
導
要
領
で
は

評
価
の
意
義
と
し
て
、
学

習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る

成
長
の
様
子
を
把
握
し
、

指
導
に
生
か
す
よ
う
努
め

る
と
さ
れ
、
数
値
に
よ
る

評
価
は
行
わ
な
い
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。

໰
生
徒
の
一
人
一
人
に

つ
い
て
、
積
極
的
な

受
け
止
め
と
し
て
評
価
す

る
の
か
。
評
価
は
複
数
で

行
う
の
か
。
一
人
の
先
生

で
行
う
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

道
徳
の
授
業
は
担
任

が
行
い
、
全
体
的
に
見
て

い
い
と
こ
ろ
を
褒
め
て
い

く
こ
と
で
評
価
す
る
。

໰
小
学
校
で
の
英
語
教

育
は
理
解
す
る
が
、

日
本
語
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
る
か
。

౴
（
教
育
長
）

母
国
語
で
あ
る
日
本

語
に
つ
い
て
も
大
切
と
考

え
て
お
り
、
国
語
を
中
心

と
し
た
日
本
語
教
育
を
引

き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

໰
十
七
音
で
表
現
す
る

俳
句
は
日
本
語
学
習

に
な
る
と
思
う
が
、
町
の

主
催
で
俳
句
を
ツ
ー
ル
に

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
、
ま

ち
お
こ
し
に
生
か
す
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

౴
（
教
育
長
）

今
は
俳
句
ブ
ー
ム
で

学
校
に
も
投
稿
や
参
加
の

知
ら
せ
も
来
て
い
る
。
い

໰
道
徳
の
教
科
で
、
戦

争
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
、
あ
る
テ
ー
マ
に

つ
い
て
生
徒
間
で
議
論
を

行
う
形
も
取
り
入
れ
ら
れ

る
の
か
。

౴
（
教
育
長
）

高
学
年
に
は
、
一
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
意
見

交
換
を
す
る
授
業
体
系
も

あ
る
。
平
和
に
つ
い
て
意

見
交
換
す
る
な
ら
、
国
際

理
解
の
題
材
と
思
う
。
そ

こ
で
戦
争
に
つ
い
て
意
見

を
出
さ
せ
深
め
て
い
く
手

法
も
出
て
く
る
か
と
思
う
。

໰
道
徳
教
育
が
行
わ
れ

れ
ば
、
い
じ
め
は
な

く
な
る
と
思
う
か
。

౴
（
教
育
長
）

道
徳
の
授
業
を
進
め

て
い
け
ば
、
い
じ
め
は
減

っ
て
い
く
と
思
う
が
、
す

ぐ
に
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。

い
ア
イ
デ
ア
な
の
で
、
文

化
協
会
の
方
々
と
も
計
画

を
し
て
い
き
た
い
。

໰
ま
ち
づ
く
り
で
金
魚

は
、
重
要
な
位
置
づ

け
だ
。
金
魚
は
夏
の
季
語

だ
が
、
夏
を
迎
え
る
時
期

に
恒
例
行
事
に
で
き
な
い

か
。౴

（
町
長
）

俳
句
を
通
し
て
町
を

も
っ
と
P
R
し
ろ
と
提

案
さ
れ
た
。
来
年
の
金
魚

と
鯉
の
ま
つ
り
の
時
に
で

も
検
討
し
た
い
。

Պॻڭがܾまͬͨಓಙ༺࠾

େ৿लٱ議һ
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私
の
目
標
は
地
域
の
発
展
で
す
。
住

み
や
す
く
活
力
の
あ
る
地
域
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
お
一
人
お
一
人
に
寄
り
そ
い
、

女
性
の
目
線
で
し
っ
か
り
と
お
声
を
町

政
へ
と
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
長
洲
町
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で

今
後
と
も
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
人
の
中
川
で
す
。
よ
り
安
全
、
安

心
で
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
為
、
議
会

議
案
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
皆
様
の
ご
意

見
等
、
一
つ
一
つ
の
事
案
を
吟
味
、
検

討
し
、
行
動
力
を
も
っ
て
成
果
に
繫
げ

て
い
き
た
い
。
そ
の
為
に
、
議
員
と
し

て
の
資
質
を
高
め
る
努
力
を
し
て
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ɹ͜の౓、ٞһ֤Ґ
の͝ਪڍにΑΓӫ༪
͋Δٞ௕にब೚しま
しͨ。਎に༨Δޫӫ
Ͱす。ொຽの෱޲ࢱ
্と஍Ҭࣾձのྗ׆
͋Δൃలを໨ࢦして、
తに౒ྗすΔ͜ۃੵ
と͕ٞһの৬੹Ͱも
͋Γます。ٞձとい
͏ॅຽ୅දのҙܾࢥ
ఆؔػのٞ௕として、

一ౘ一೿にภすΔ͜とͳ͘ 、ެฏ、ແࢲにٞһ
のҙݟをഈௌし、ॅຽҙࢥのܾఆにͭͳ͛てい
ॴ͘ଘͰす。ޙࠓともொຽօ༷のԹ͔い͝ࢧԉ、
ΓますΑ͏ࣀをྗڠ͝ 。いਃし্͛ますئ͓

　

一
期
目
の
経
験
と
実
践
、
そ
し
て
感

謝
と
反
省
を
心
に
刻
み
女
性
の
視
点
と

行
動
力
で
共
に
あ
し
た
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。「
母
親
と
し
て
」
学
び
支
え
あ
う

人
づ
く
り
と
が
ま
だ
し
モ
ン
を
応
援
し

ま
す
。「
女
性
と
し
て
」
汗
を
か
き
人
と

地
域
が
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。「
町
民
と
し
て
」
知
恵
を

出
し
勇
気
を
も
っ
て
議
会
の
活
性
化
と

情
報
公
開
を
す
す
め
ま
す
。

　

計
ら
ず
も
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
が
、

二
期
目
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
と

福
祉
の
充
実
・
向
上
に
全
力
で
頑
張
り

ま
す
。

　

人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
す
す
む
な

か
で
、
ど
う
す
れ
ば
町
の
活
性
化
が
図

れ
る
の
か
、
国
が
進
め
る
地
方
創
生
に

町
の
将
来
を
託
す
こ
と
が
出
来
る
の
か

皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、
議
会
の
な
か
で

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
活
動
の
源
は
、
町
民
皆
様
の
声

で
す
。
そ
こ
に
様
々
な
課
題
が
ひ
そ
ん

で
い
ま
す
。
解
決
の
糸
口
を
与
え
て
く

れ
る
の
も
町
民
の
知
恵
で
あ
り
、
そ
し

て
課
題
解
決
の
力
と
な
る
の
も
町
民
皆

様
の
力
で
す
。

　

子
ど
も
が
元
気
に
走
り
回
り
、
若
者

が
夢
を
語
り
、
高
齢
の
方
が
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
て
、
と
も
に
生
き
る
『
ま
ち

の
未
来
創
り
』
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
期
目
で
は
、
皆
様
の
ご
支
援
で
、

沢
山
の
経
験
や
知
識
を
得
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
二
期
目
の
活

動
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

皆
様
の
思
い
に
近
づ
き
、
耳
を
傾
け
、

ご
期
待
に
添
い
得
る
よ
う
精
進
す
る
と

と
も
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
、
子

育
て
、
教
育
、
福
祉
等
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

৽議һ๊ෛ

લాඒ࿨ࢠ

த઒　խ໌

ಙӬ　ൣত

෱ຊΈ΍ࢠ

େ৿　लٱ

஛ຊ　৴࣍

ࢠ໦　ກߥ

議長の抱負

新メンバー　 　でスタート！
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三
期
目
の
挑
戦
に
あ
た
り
、
今
回
も

多
く
の
方
々
に
叱
咤
激
励
さ
れ
皆
様
の

意
思
、
本
町
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

多
く
の
議
論
を
重
ね
、
行
政
と
議
会
が

前
進
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
事

こ
そ
が
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

信
念
を
持
ち
、
皆
様
の
納
得
の
い
く
政
治
、

信
頼
さ
れ
、
誇
れ
る
議
会
を
目
指
し
て

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ɹࢲは、͜のͨͼொ
ٞձٞһとして̑ظ
໨の೚ظをܴ͑Δ͜
と͕Ͱ ま͖しͨ と͜を
ொຽのօ༷に৺͔Β
。ਃし্͛ますँײ
まͨٞһ֤Ґの͝ਪ
にΑΓましてொٞձڍ
෭ٞ௕を຿ΊΔ͜と
にͳΓ਎に༨Δޫӫ
Ͱ͋Γますとともに、
ͦの৬੹のॏ͞に਎
のҾ͖కまΔࢥいͰす。ٞ௕をิࠤし、ৗにॅ
ຽのօ༷の໨ઢͰॅΈΑいொにͳΔΑ͏ にશྗ
をਚす֮ޛͰす。Ͳ͏ ͔օ༷の͝ࢦಋと、͝ฬ
ᎪをࣀΓますΑ͏ ৺͔Β͓ئいਃし্͛ます。

　

住
民
の
福
祉
増
進
の
為
、
第
一
は
、

町
の
主
要
な
政
策
、
予
算
に
つ
い
て
の

決
定
者
と
し
て
の
役
割
。

　

第
二
は
、
こ
の
決
定
を
受
け
て
の
執

行
機
関
の
活
動
を
統
制
す
る
、
監
視
者

と
し
て
の
役
割
。

　

第
三
が
、
何
が
問
題
で
ど
う
解
決
す

べ
き
か
の
争
点
を
有
権
者
に
提
示
す
る
、

争
点
提
起
者
と
し
て
の
役
割
。
こ
の
様

な
考
え
を
持
っ
て
望
ん
で
い
き
ま
す
。

　

三
期
、
十
二
年
間
の
議
長
経
験
で
培

っ
た
知
識
と
人
脈
の
全
て
を
使
っ
て
、

先
人
た
ち
が
築
い
た
こ
の
素
晴
ら
し
い

町
で
、
住
民
の
皆
様
に
「
信
頼
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
、
よ
り
一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
住
民
の
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
な
気
持
で
議
員
の
活
動
・

役
割
を
考
え
て
み
る
。
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
と
進
む
中
、
教
育
・
子
育
て
、

福
祉
の
充
実
、
元
気
な
高
齢
者
と
医
療

費
削
減
。
基
幹
産
業
の
安
定
と
活
性
化
、

災
害
等
、
万
一
に
備
え
る
防
災
力
の
強
化
、

活
力
あ
る
町
づ
く
り
等
課
題
は
多
い
。

　

行
政
と
共
に
考
え
、
意
見
を
述
べ
る
。

住
民
の
負
託
に
応
え
る
努
力
が
必
要
。

　

こ
れ
ま
で
の
十
二
年
間
の
実
績
を
生

か
し
、
智
恵
を
絞
り
頑
張
り
ま
す
。
四

期
目
も
私
の
信
念
で
あ
る
是
々
非
々
で

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
は
私
の
務
め
で
す
。

　

皆
様
の
叱
咤
激
励
で
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

Ｈ
��
年
に
は
、
耐
用
年
数
��
年
以
内
に
起

き
た
ヒ
ュ
ー
ム
管
腐
食
に
よ
る
道
路
陥
没

事
故
が
上
沖
洲
に
発
生
し
ま
し
た
。

又
、
社
宅
を
解
体
し
、
町
営
住
宅
を
建
て

��
年
間
で
借
金
を
返
済
す
る
事
業
、

失
敗
に
よ
り
、
町
税
を
投
入
し
な
い
よ
う

し
っ
か
り
町
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

ズ
バ
リ
、
今
期
も
物
申
し
ま
す
。

৽議һ๊ෛ

ᖛଜ　๕ޫ

෱Ӭ　ӫॿ

দҪ　Ұ໵

ү໺　　ത

Ӝᬑ　ேষ

ຊ఩ଠ࿠ٶ

ᖛ⃻　　ٱ

副議長の抱負

新メンバー　 　でスタート！
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ٞձӡӦҕһձ੓ྙ࣏ཧ৹ࠪձ

ओなௐࠪ಺༰

૯຿อ݈෱ࢱৗ೚ҕһձ

議会運営委員会とは…
ٞ長ͷࢾ໰Λड͚ɺٞձΛԁ׈ʹ͔ͭޮ཰
తʹӡӦ͢ΔͨΊʹɺଟ਺ͷٞһͰߏ੒͠
ઃஔ͞ΕͨؔػͰ͢ɻ

⿟্Լਫಓͷۀࣄ౳ɹ⿟෱ࢪࢱઃͷ؅ཧɺӡӦٴͼ෱ࢱରࡦ
⿟ࢠҭͯࢧԉʢ࿡ӫอҭॴͷຽӦԽ౳ʣ
⿟଺ೲରࡦɹ⿟ަ௨҆શ͓Αͼ๷ࡂରࡦ౳

政治倫理審査会とは…
町੓͕町ຽͷ৴ୗͷ্ʹ੒ཱ͢Δͱ͍͏ຽ
ओओٛͷݪཧʹ͖ͮجɺͦͷ୲͍खͰ͋Δ
ٞһ͕ɺࣗݾͷ஍ҐΛෆਖ਼ʹར༻͠ɺརӹ
ΛਤΔ͜ͱ͕ͳ͍Α͏ʮ長洲町ٞձٞһ੓
ΒΕ·ͨ͠ɻ͜ͷ৚ྫ౳࡞ཧ৚ྫʯ͕ྙ࣏
౳Λ৹͍ࠪͯ͠·͢ɻ࢈ࢿɺٞһͷ͖ͮجʹ

˕ ҕ һ 長 ஛本ɹ৴࣍
̋ ෭ҕһ長 ߥ໦ɹກࢠ
 ҕ һ 大৿ɹलٱ
  ү໺ɹɹത
  ෱Ӭɹӫॿ

˕ ձ 長 大৿ɹलٱ
̋ ෭ձ長 த઒ɹխ໌
 ҕ һ ஛本ɹ৴࣍
ࢠ໦ɹກߥ  
  ү໺ɹɹത
  ෱Ӭɹӫॿ

　

濱
﨑　
　

久

　

中
川　

雅
明

　

福
永　

栄
助

　

徳
永　

範
昭

◯
福
本
み
や
子

◎
磯
野　
　

博

　

前
田
美
和
子

（
◎
＝
委
員
長
、
◯
＝
副
委
員
長
）

৽議会ߏ੒

構成決まる
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ใௐࠪಛผҕһձ޿

選
挙
等
　
結
果

ओなௐࠪ಺༰

ৗ೚ҕһձڭจࡁܦઃݐ

広報調査特別委員会とは…
町ͷಈ͖΍ٞձ΍ٞһͷ׆ಈΛ͓஌Βͤ͢
ΔͨΊʹɺٞձͩΑΓΛൃ͍ͯ͠ߦ·͢ɻ
Θ͔Γʹ͍͓͘໾ॴ͜ͱ͹ΛɺͳΔ΂͘Θ
͔Γ΍͍͢ܗͰ͓఻͑͢Δ͜ͱΛ໨ඪʹ೥
̐ճൃ͍ͯ͠ߦ·͢ɻ

⿟ڭҭΛऔΓ͘ר՝୊౳
⿟֤छۀ࢈ͷৼ͓ڵΑͼੜ্޲ߴ࢈ରࡦ
⿟ఆॅԽͷଅਐ

˕ ҕ һ 長 ᖛଜɹ๕ޫ
̋ ෭ҕһ長 લాඒ࿨ࢠ
 ҕ һ த઒ɹխ໌
  大৿ɹलٱ
ࢠ໦ɹກߥ  
  ү໺ɹɹത
  ෱Ӭɹӫॿ

　

宮
本
哲
太
郎

　

松
井　

一
也

　

竹
本　

信
次

　

濱
村　

芳
光

議
長
選
挙　

結
果

	

当	

徳
永　

範
昭	

７
票

	
	

松
井　

一
也	

６
票

	
	

大
森　

秀
久	

１
票

副
議
長
選
挙　

結
果

	

当	

濱
村　

芳
光	

７
票

	
	

宮
本
哲
太
郎	

６
票

	
	

大
森　

秀
久	

１
票

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙　

結
果

	

当	

濱
﨑　
　

久	

７
票

	

当	

宮
本
哲
太
郎	

７
票

監
査
委
員
の
選
任

	
	

福
永　

栄
助	

同
意
（
全
員
賛
成
）

　

荒
木　

睦
子

◎
浦
邊　

朝
章

◯
大
森　

秀
久

（
◎
＝
委
員
長
、
◯
＝
副
委
員
長
）

৽議会ߏ੒

新しい委員会
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次の定例会は

開会の予定です

˞Ұൠ࣭໰ͷ಺༰はொϗʔϜϖʔδで
　Ӿ覧で͖ます。

皆さん傍聴に出てこんね！

次の定例会は
皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

˙໰い߹Θͤઌ

ి࿩　
議会ࣄ຿ہ

̓̔ʵ̏̎̍̕

खଓ͖͸ॅॴɾ໊ࢯɾ೥ྩΛॻ͚ͩ͘Ͱ͢

20潮さい（H29.11.15 No.131）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

ひ
と
言

　

中
学
３
年
生
の
藤
井
聡

太
棋
士（
��
歳
）
が
公
式
��

連
勝
と
、
と
て
つ
も
な
い
新

記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。
��

歳
で
詰
将
棋
を
自
ら
作
成

し
、
入
選
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
受
け
応
え
は
、
気
負

う
こ
と
な
く
、
お
ご
る
こ
と

な
く
、
や
わ
ら
か
く
、
優
し

い
対
応
に
大
人
の
人
格
さ

え
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、
卓
球
の
張

本
智
和
君
、
体
操
の
北
園
丈

琉
君
、
サ
ッ
カ
ー
の
中
井
卓

大
君
な
ど
い
ず
れ
も
中
学

生
が
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
革
命
時

代
と
な
に
か
関
連
し
て
い

る
よ
う
な
？
？

　

議
会
広
報
委
員
会
で
は

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

N
o.131
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広
報
委
員

委
員
長　

濱
村　

芳
光

副
委
員
長　

前
田
美
和
子

委　

員　

中
川　

雅
明

委　

員　

大
森　

秀
久

委　

員　

荒
木　

睦
子

委　

員　

磯
野　
　

博

委　

員　

福
永　

栄
助

発
行
責
任
者

議　

長　

徳
永　

範
昭

Ԭຊ　߳ಸさΜʢদ۠ݪʣ

େڮ　উࢠさΜʢେ໌ਆ۠ʣ

傍聴席から一言

町民の声

ɹੜまΕもҭͪも、௕ऱொͰ、ொຽとしてٞһのੜの੠をฉ͘͜と͕Ͱ͖Δྑいػձとࢥい、๣ௌしましͨ。

ɹ質問と౴หのすΕҧ͏৔໘も͋Γ、ന೤しͨ΍ΓとΓにொຽのੜ׆をΑΓΑ͘しΑ͏とٞ࿦にײಈも

しまし͕ͨ、͕ؒ࣌ܜٳଟい͜とにͭいて、ݶΒΕͨؒ࣌を༗ҙٛにͬ࢖てཉしいともࢥいましͨ。ͦ Ε

にしても๣ௌ者͕গͳいࣄ、ٞ ձに೚ͤΔ͹͔ΓͰͳ͘、ॅ ຽ͕もͬと੓࣏にؔ৺をͬ࣋てཉしいͰす。

ɹݴ༿のมΘΓに、खͿΓ਎ͿΓͰՎࢺをද

、してགྷΔʮख࿩μϯεʯ。ฏ੒��೥݄̒ΑΓݱ

ຖ݄ୈ ɾ̍ୈ̐ਫ༵೔にେ໌ਆのʮ͖ͣͳのՈʯ

Ͱ࿅शをしています。ࢀՃ͞ΕΔのは、஍Ҭ

のྸߴ者Ͱす͕、とても࿅श೤৺ͰϨύʔτ

Ϧʔも૿͑ましͨ。஥ؒͰ͓しΌ΂Γもָし

Έの一ͭͰ、ࠓ೔もすて͖ͳস͕إいͬͺい

にགྷͬています。

町民のひろば

　

平
成
��
年
��
月
１
日
に

ス
タ
ー
ト
し
た
長
洲
町
情

報
公
開
制
度
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
請
求
に
基
づ
い

て
、
議
会
が
保
有
す
る
情

報
を
公
開
す
る
も
の
で
あ

り
、
地
方
分
権
の
時
代
に

お
い
て
、
議
会
の
情
報
を

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、

よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

平
成
��
年
��
月
１
日
か

ら
平
成
��
年
９
月
��
日
ま

で
の
議
会
情
報
公
開
請
求

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

長
洲
町
議
会

情
報
公
開
制
度


